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患者と医療従事者に優しい病院環境をつくる患者と医療従事者に優しい病院環境をつくる

Art in Hospital

アートのテーマは「めぐる季節の中でカラフルな花
を咲かせる」とし、ステンドグラス部は、薬草で四季
を表現したステンドグラスを作って正面玄関周辺の
窓を飾り、陶芸部は植木鉢作りに取り組んだ。植木
鉢は素焼きの鉢にモザイクタイルを貼りつけたもの
で、中庭に様々な鉢植えを飾り、来院者に四季の花
を楽しんで貰う事にした。そして工作部は、病院の
歴史や理念をモチーフにしたモニュメント作りを担
当した。材料として段ボール等の身近な素材の他、
古くなり使わなくなった医療器具等も使ったモニュ
メントは、最終的に高さ５m、幅４mの巨大な壁画
となった。
病院の着工は15年で、ホスピタルアート作りは17
年秋にスタート。20年６月の病院完成まで約２年半、

約400人が参加し作品を作り上げた。
残念ながら病院の完成時期はコロナ禍で、盛大
に祝う事は出来なかったが、病院のシンボルとし
て相応しいアートとなった。
建て替えられた新病院には、念願だった緩和ケ
ア病棟が新設され、終末期の患者に寄り添う態勢
が整った。又、救急外来もフロアを大幅に拡大す
ると共にベッドも増床。「救急の受け入れを断らな
い病院」の実現を目指す為、機能の充実を図った。
無差別平等を掲げ、地域に根差して約70年。地
域住民らと作り上げたアートと共に、今後も保健、
医療、介護の拠点として地域に貢献して行く。

無差別平等の理念を掲げる公益社団法人石川
勤労者医療協会城北病院は、戦後間も無い

1949年に地域住民の出資によって開設された「し
ろがね診療所」が前身だ。その後、JR金沢駅に近
い京町に「城北診療所」が開設され、病院化等で規
模を拡大して来たが、今も「住民立」の病院である
という信念は揺るがない。差額ベッド料は取らず、
「何時でも誰でも掛かれる病院」を目指している。
老朽化した城北病院の建て替え計画がスタート
したのは2012年。住民の力によって設立され、大
きくなった病院だという原点を忘れない為、現地
建て替えに拘った。そして、もう１つの拘りがホ
スピタルアートを取り入れる事だった。
病院がホスピタルアートに関心を持ったのは、

既に病院建て替え時にアートを取り入れた実績のあ
る大阪府の耳原総合病院を見学したのが切っ掛けだ
った。耳原総合病院では職員や患者が協力してアー
トの制作に取り組み、時には地域住民も参加する。
地域住民と一緒にアートを制作し、その思いを形で
残す事は、病院の理念そのものだと感じた。
こうして地元の金沢美術工芸大学と相談を進め、
地元で芸術活動をしているNPO法人「金沢アートグ
ミ」にホスピタルアート全体のマネジメントを依頼。
住民参加で新病院を飾るステンドグラスや陶芸、モ
ニュメントを作る事になった。
ホスピタルアートの制作に当たって、病院内に「ス
テンドグラス部」「陶芸部」「工作部」の３つの部活動
を立ち上げ、職員や患者、住民から参加者を募った。
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住民との固い絆が咲かせたアートの花
244 城北病院 （石川県金沢市）

舞台美術等を手掛ける澤山輝雄氏が工作部の部長を務めた舞台美術等を手掛ける澤山輝雄氏が工作部の部長を務めた舞台美術等を手掛ける澤山輝雄氏が工作部の部長を務めた舞台美術等を手掛ける澤山輝雄氏が工作部の部長を務めた

待合スペースを彩る薬草をモチーフとしたステンドグラス待合スペースを彩る薬草をモチーフとしたステンドグラス待合スペースを彩る薬草をモチーフとしたステンドグラス

使われなくなった医療機器等も再利用したモニュメント使われなくなった医療機器等も再利用したモニュメント使われなくなった医療機器等も再利用したモニュメント モザイクタイルを使った植木鉢作りは陶芸家の戸出雅彦氏が指導モザイクタイルを使った植木鉢作りは陶芸家の戸出雅彦氏が指導モザイクタイルを使った植木鉢作りは陶芸家の戸出雅彦氏が指導

「住民立」の信念を貫き、地域の医療に貢献し続ける為、現地建て替えを敢行した「住民立」の信念を貫き、地域の医療に貢献し続ける為、現地建て替えを敢行した「住民立」の信念を貫き、地域の医療に貢献し続ける為、現地建て替えを敢行した「住民立」の信念を貫き、地域の医療に貢献し続ける為、現地建て替えを敢行した

金沢美術工芸大学で教鞭を執る高橋治希氏等、地元のアーティストが参画金沢美術工芸大学で教鞭を執る高橋治希氏等、地元のアーティストが参画金沢美術工芸大学で教鞭を執る高橋治希氏等、地元のアーティストが参画金沢美術工芸大学で教鞭を執る高橋治希氏等、地元のアーティストが参画
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ホスピタルアート

ステンドグラス部
 

月は説明会を行いました！
部長の高橋先生より今後の工程プランと、デザイン案につ
いて説明を受けました。

「めぐる季節の中でカラフルな花を咲かせる」
というテーマの元、季節の移ろいを花で表現したデザイン画
を実際に見ながら、他にどんな花を入れたいだろうか？とい
う話し合いをしました。

月からはガラスの切り出し演習
ステンドグラスのガラスを切り出すのは、慣れるまでが大変
です。まずは練習から始めましょう。先生が教えてくれるの
で初めての方もどんどんお越しください。
本格的な作業は 月頃を予定しています。

次回活動日
年 月 日（月）

場所 おたっしゃハウス 多目的室
（体験入部と同じ場所です）

時間 時 分～ 時 分
準備するものは必要ありません。途中からの参加でもＯＫ
です。時間内は自由に出入りできます。

代表者 ホスピタルアートプロジェクト
城北病院 西谷事務次長

連絡先 代表

時計の
リメイク

鏡の
リメイク

日にち 参加費

2月15日（木）
17:30～19:30

3月9日（金）
17:30～19:30

500円

500円

部長の

気になった方はぜひご連絡を
ホスピタルアートプロジェクト事務局
西谷（城北歯科）・輪嶋（医療情報課）

ホスピタルアートＰＪ

工作部
部員募集中！

裏面は
コチラ


